
{皐月

さ
れ
て
い
ま
す
。

子
供
の
心
親
知
ら
ず

非
行
に
定
る
の
は
、
無
論
、
そ

の
子
供
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
日

が
、
子
供
の
心
の
変
化
に
気
づ
か

な
か
っ
た
父
母
の
賃
任
で
も
あ
り

ま
す
。
「
殺
の
心
子
知
ら
ず
」
と

組
問
か
ら
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
子
供
の
こ
と
は
何
で
も
知
っ
て

い
ま
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
子
供

の
心
を
殺
が
一
方
的
に
わ
か
っ
て
…

い
る
つ
も
り
に
な
っ
て
は
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ぶ
の
家
庭
は
、
色
に
た
と
え
占
め
て
い
ま
す
。
範
四
回
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
子
供
の
心
を
本
当
に
わ
か
る
と

る
と
何
匂
た
ろ
う
?
」
こ
ん
な
こ
山
相
談
内
容
は
、
窃
盗
、
家
出
・
た
、
最
近
で
は
、
い
じ
め
の
問
題
い
う
こ
と
は
、
難
し
い
こ
と
で

と
を
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
無
断
外
泊
、
シ
ン
ナ
ー
、
怠
学
、
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
y
ブ
さ
れ
す
o

子
供
の
心
は
、
日
々
成
長

か
。
「
子
供
が
受
験
勉
強
中
だ
か
京
良
交
友
、
喫
煙
な
ど
非
常
に
広
て
き
て
い
ま
す
。
し
、
変
化
し
て
い
ま
す
。
裁
も
先

ら

灰

色

か

し

ら

」

「

子

供

が

部

活

ぬ

ゐ

}

h

l

h

:

入

国

酬

に

と

ら

わ

れ

ず

、

臼

々

新

し

動

で

妻

、

お

父

さ

ん

が

草

野

球

目

立

つ

女

子

の

患

、

い

自

と

心

一

f
¥

子
供
を
見
っ
そ

で

が

ん

ば

っ

て

い

る

の

で

水

色

か

令

司

』

三

一

{

d

T

い
く
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

な
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ

1

0
場
町
議
指
導
の
内
容
二
百
七
十
五
件
か
ら
三
百
四
十
九

子
供
の
心
と
援
手
を

ジ
が
描
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
街
頭
に
よ
る
愛
護
指
導
は
、
青
件
と
増
え
て
い
ま
す
。
た
ば
こ

こ
の
よ
う
に
、
家
庭
の
色
と
は
少
年
補
導
員
三
十
八
人
が
中
心
に
は
、
自
動
販
売
機
で
お
出
に
購
入
病
気
は
、
体
が
弱
っ
て
い
る
と

子
供
の
年
齢
や
親
子
関
係
な
ど
に
な
り
、
青
少
年
の
問
題
行
為
を
阜
で
を
ヤ
由
し
、
学
校
の
制
服
の
ま
ま
き
、
非
行
は
心
が
弱
っ
て
乱
れ
て

よ
っ
て
、
そ
の
符
々
に
変
化
す
る
期
に
持
見
し
て
、
未
然
に
紡
止
し
街
頭
で
喫
燦
し
て
も
だ
れ
も
注
意
い
る
と
き
に
琴
)
り
や
す
い
と
い

も
の
の
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
四
割
よ
う
と
、
行
っ
て
い
ま
す
。
し
ま
せ
ん
。
家
の
中
で
吸
う
こ
と
わ
れ
て
い
ま
す
0

0

問
題
行
動
は

や
子
供
は
一
人
一
人
が
異
な
っ
た
愛
護
指
導
は
、
八
百
七
件
で
す
は
、
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
患
っ
心
の
訴
え
。
と
い
う
よ
う
に
、
一

色
を
も
ち
、
あ
る
色
が
強
烈
に
光
が
、
小
学
生
と
高
校
生
の
増
加
が
て
い
る
家
庭
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
「
疲
れ
た
」
「
頚
に
く
る
」
「
い
や
一

り
輝
い
た
り
、
議
な
り
合
い
な
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
別
で
女
子
は
、
怠
学
が
自
立
っ
て
お
に
な
っ
た
い
な
ど
、
子
供
の
心
が
-

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
色
を
失
わ
ず
に
識
は
、
十
四
歳
か
ら
十
八
歳
ま
で
が
り
、
前
年
度
十
九
件
だ
っ
た
の
が
弱
っ
て
い
る
と
き
の
表
現
で
あ

町
刊
を
保
っ
て
い
た
り
。
ィ
メ
l

全
体
の
九
一
一
一
計
を
占
め
て
い
ま
否
四
十
六
件
と
、
驚
異
的
な
場
加
り
、
親
へ
何
か
訴
え
た
い
、
救
い

ジ

カ

ラ

ー

と

は

、

そ

う

い

っ

た

も

す

。

を

一

ぶ

し

て

い

ま

す

。

怠

学

を

す

れ

を

求

め

た

い

と

い

う

サ

イ

ン

で

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
内
容
は
、
怠
学
、
喫
煙
、
不
良
は
、
不
良
交
友
等
必
然
的
に
非
行
す
。
子
供
は
、
悩
ん
で
い
る
こ
と

今
あ
な
た
の
家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
交
友
が
主
な
も
の
で
す
。
な
か
で
化
へ
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
を
、
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
ほ
ど
話

カ
ラ
i
は
、
家
庭
の
中
の
だ
れ
の
も
怠
学
は
、
昨
年
度
の
五
十
六
件
問
題
行
為
の
場
所
は
、
有
職
・
上
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

色
な
の
か
、
ま
た
、
健
全
な
告
な
に
対
し
二
百
二
ふ
七
件
で
、
白
山
市
川
無
戦
少
年
の
ア
パ
ー
ト
、
共
働
き
子
供
の
何
げ
な
い
一
言
動
や
表
情
恥

の
か
、
考
え
て
み
る
こ
と
も
、
蓄
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
非
汁
の
家
、
独
立
し
た
勉
強
部
屋
等
、
な
ど
か
ら
、
子
供
の
鐙
か
れ
て
い
開

で

し

ょ

う

。

の

始

ま

2い
わ
れ
る
喫
煙
は
、
入
国
に
つ
き
に
く
い
場
所
が
利
用
る
状
況
に
つ
い
て
、
正
し
い
判
断
納

z

一毛マ

aa

を
し
、
適
切
本
指
導
を
す
る
こ
と
剥

が
必
要
で
し
ょ
う
。

ま
も
な
く
、
ニ
学
期
が
始
ま
り

ま
す
。
子
供
が
一
冗
気
に
通
学
で
き

る
よ
う
、
周
り
を
も
う
一
度
日
見
直

し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
つ
ど
い
を
開
く

平
塚
市
は
、
青
少
年
間
鍾
を
一
プ
晶

i
マ
に
、
八
月
三
十
一
日
の
太
洋
一

浜
岳
学
区
を
皮
切
り
に
、
市
民
の

つ
ど
い
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
も
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

人口 228，583人

士註事事 73，036渡裕

(60年 7月 1臼現在)

少
年
野
球
で
糞
っ
田
市
く
臼
焼
け
し
た
子
供
た
ち

七
夕
ま
つ
り
も
終
わ
り
、
暑
い
夏
休
み
に
入
っ
た
と
患
っ
た
ら
、
半
ば
を
過
ぎ
て
、
も
う
こ
学

問
聞
が
始
ま
り
ま
す
。
子
供
の
こ
学
期
の
準
備
は
大
丈
夫
で
し
よ
う
か
。
夏
休
み
で
心
配
な
の
は
、

気
の
ゆ
る
み
か
ら
く
る
不
規
約
な
生
活
と
非
行
問
題
で
す
。
昭
和
五
十
九
年
度
の
平
塚
逗
青
少
年

相
談
字
1

出
動
概
況
報
告
書
の
中
心
も
「
依
然
と
し
て
し
青
少
年
間
問
題
は
深
刻
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い

ま
す
。
も
う
一
度
、
子
供
の
淘
り
を
見
直
し
、
非
行
の
道
へ
進
ま
ぬ
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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、時

ち
上
げ
ら
れ
、
十
万
人
の
見
物

人
を
魅
了
し
た
。

ま
た
、
午
後
五
時
三
十
分
か

ら
「
交
還
防
犯
の
つ
ど
い
」
と

し
て
、
県
警
音
楽
隊
と
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
僚
の
パ
レ
ー
ド
、
六
時

か
ら
は
子
供
会
の
民
謡
お
ど
り

パ
レ
ー
ド
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

見
物
人
を
喜
ば
せ
た
。

223ら野党青島霊司自民こ時大
?1522童書125hFEiizu 
ど実言。加、れ明日 る汚で -ii i 

し 問者 -11hqfL器具!ii185z守軒目著書皇室是認量=老衰都内警護。門誌塁22吉正E喜重雪55雪長易雲

iiijEizi251i!?;な;qiifziiiT4i2iiF1jiii
定 iJjiji生ピ間 iiij主主;iiHii 

'111，手 置 費 叫 い ー こ と 沸 - 守 ， '----， "F 

!ii!?tiiijiijj(鰐購読全ため(iiAifijjii 
談ド負耳目何事尋重注 !設営紗 Z 議員 。

;;iii童iiiEUI種平ヘヨ亙;叶自量二襲撃Z
の展しすも吏 jF p 釜ま雲 II唾野轡 出仁三士三学叫ママ

開iFτ;z!?;ii:鴎鱗ぷ長1i?提言E42豪華252322Hit嘩盟百態遁基幹:えた変説iu
出 fHT21計52jiytfR暫tif練 ii

ま像 事をへ綾 た火茶いゆ

れ o昼食品詩ZKL開計F す喜九。語草野青事ド露害者2き
zij j!?地??5ii13ijiiizii iiiiii宅izfiii
ji議時 j;ii;iif!?i:ii!日号;if;i;!;
号室;;;品嬰襲五言2善言語22れィ壬重量暴言語問責隣52を
持た222i義富 待望2zz:tfEi:T僚主主iOEi霊前空
襲〈守重量重望。君主23同誌議2Z背 芙zhE抗議主主
ZEiF11妻苓習をii1515手 i;訴iif会話

器!?Ri!?!j時三;:!;!?ifi播祉年金受給者は liili
iii51i!iifjpi!?!日立示品 l訴
訟RZ警合に京|軒ESh骨量背型住のZ21:21基12512
J能寺22警官lHBi官立225う時空芸館時計ゴ22戸
時百軒下型ifiii3ififiiiF;FTZ;ii;;;i:; 
司;信号つ門 I0 言。32f。望号妻225長ぢ 3 A露斗露LLJ

夏
の
間
刷
物
詩
と
し
て
知
ら
れ

る
半
塚
花
火
大
会
は
、
八
月
三

日
棺
横
川
河
口
で
行
わ
れ
た
。

今
年
は
、
一
一
一
十
五
周
年
の
た

め
、
こ
れ
を
お
祝
い
し
よ
う
と

県
内
で
は
見
ら
れ
な
い
尺
玉
花

火
が
一
二
十
五
発
、
そ
の
外
、
ス

タ
ー
マ
イ
ン
や
菊
花
壇
、
仕
掛

け
花
火
な
ど
一
千
二
百
発
が
打

市

民

板

談

室

お

i
一
一
一
一
内
線
二
九
一
一
一

。
人
権
法
措
相
続

m
8
月
四
日
(
火
)
、

9
月
3
日
(
火
)

。
行
政
苦
情
婦
談
戸
時
時
S
M時

。
一
瞳
法
樺
棉
設

8
月
幻
自
(
大
)
、

9
月
5
日
(
木
)

9
月
刊
日
(
火
)

予
約
制
(
電
語
で
も
可
)
、
日
時
j
k
j

同
時

。
登
記
、
世
託
、
部
最
相
談

9
月
日
目
(
金
)
、
日
時
F13
珂
時

。
住
宅
相
談

8
月
加
日
(
火
)
、
日
時
5
日即時

。
定
倒
年
金
福
談

9
月
四
日
(
木
)
、
四
時
1
日
時

。
一
輯
市
民
相
談
寄
自
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

〈
〉
消
費
生
活
相
輯

8
月
四
日
(
金
)
、
回
日
(
金
)
、

9
月
6
日

(
金
)
、
刊
時
3
日
時

。
発
明
帯
聾
特
許
相
談

9
月
9
日
(
月
)
、
叩
時
j
k
l
d

日
時

。
下
輔
取
引
相
談

8
月
日
日
(
木
)
、
日
時
四
分
i
M時

務
少
年
抑
制
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
よ
一
階
)ぉ

i七
一
一
一
一
一

月
3
金
曜
日
9
時
1
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

犠

技

会

舘

お

!

二

一

一

一

三

一

一

一

A
Y心
配
ご
と
相
談
瞳
週
月
瞳
臼
(
第
五
を
陸
く
)
、
日
時
43
日
時

。
母
手
相
談
毎
週
百
円
t
金
曜
日
、

9
時
5
日
時
却
舟

。
車
嘩
抽
品
購
相
輯
一
時
週
汗
3
金
曜
日
、
9
時
1
M時

。
高
齢
者
軸
鑑
椙
談
毎
週
月

i
茸
曜
日
、
9
時
加
分
S
M時

土
曙
日
は
ロ
時
ま
で

。
老
人
相
輯
革
週
火
・
木
曜
白
(
た
だ
し
、
祝
日
の
場
合
は

休
み
て
午
前
四
時

t
u時

61号



一

安

全

の

正

し

い

環

解

を

深

め

る

こ

一

ま

た

、

ヘ

ル

メ

ッ

1

年

以

上

希

望

す

る

売

庖

と

向

一

一

と

が

必

婆

で

あ

る

。

そ

れ

に

は

、

一

ト

を

必

ず

着

用

し

よ

う

。

の

業

務

を

経

営

し

、

か

っ

こ

れ

に

一
ま
ず
家
族
全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一

O
自

転

豪

に

乗

る

と

き

一

よ

り

集

計

を

維

持

し

て

い

る

こ

一

立

場

で

話

し

合

い

、

突

通

事

故

の

一

体

に

合

っ

た

皐

転

車

で

、

決

め

一

と

③

市

税

お

よ

び

そ

の

他

平

塚

一

恐

ろ

し

さ

を

再

認

識

し

て

、

事

故

一

ら

れ

た

通

行

区

分

を

走

り

、

必

ず

一

市

の

徴

収

金

を

滞

納

し

て

い

な

い

一

防

止

に

努

め

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

一

時

停

止

を

し

、

急

な

飛

び

出

し

一

こ

と

④

出

加

に

定

め

る

慕

準

に

適

一
O
車

を

運

転

す

る

と

き

一

を

し

な

い

よ

う

安

全

な

運

転

を

し

一

合

す

る

こ

と

⑤

、

法

人

に

つ

い

て

一

多

く

の

命

が

運

転

者

の

手

に

ゆ

一

ょ

う

。

駐

車

は

、

き

め

ら

れ

た

場

一

は

問

い

合

わ

せ

を

一

だ

ね

ら

れ

て

い

る

。

い

つ

で

も

、

一

所

に

き

ち

ん

と

撞

こ

う

。

一

マ

持

参

す

る

も

の

①

住

民

票

八
月
一
一
日
午
後
九
時
空
一
一
十
分
ご
一
ど
こ
で
も
安
全
を
確
か
め
て
運
転
一

Q
護

基

く

と

き

一

(

外

国

人

の

場

重

量

人

登

録

ろ

、

東

海

道

本

道

り

を

渡

っ

て

い

一

し

よ

う

。

シ

ー

ト

ベ

ル

ト

の

着

帰

一

歩

行

者

も

、

交

通

ル

ー

ル

を

守

一

済

証

明

書

、

法

人

の

場

合

は

、

定

た

子

供

連

れ

の

、

主

婦

が

、

走

っ

て

一

を

お

忘

れ

な

く

。

一

ろ

う

。

道

路

を

横

断

す

る

と

き

一

款

、

登

記

簿

謄

本

お

よ

び

代

表

者

き
た
自
動
二
輪
車
に
跳
ね
ら
れ
、
一

O
二

輪

車

に

乗

る

と

き

一

は

、

少

し

速

く

て

も

横

断

歩

道

や

一

の

伎

量

市

)

②

市

態

語

証

明

死

亡

し

た

。

一

二

輪

車

の

交

通

事

紋

が

増

え

て

一

歩

道

橋

を

渡

ろ

う

。

一

書

(

法

人

の

場

合

は

、

そ

の

代

表

こ
の
事
紋
で
、
市
内
に
発
生
し
一
い
る
。
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、
一
マ
子
供
の
交
通
安
全
一
マ
お
年
寄
り
の
交
遥
安
全
一
臼
)
一
者
お
よ
び
法
人
の
も
の
)
③
一
印

た
交
通
事
紋
は
凶
百
二
十
八
件
と
一
カ
l
ブ
の
手
前
で
は
十
分
ス
ピ
1
一
子
供
の
事
故
は
、
親
の
責
任
。
一
お
年
寄
り
は
、
自
分
自
身
の
体
一
な
お
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、

5
マ
一
鑑
(
法
人
の
場
合
は
社
印
お
よ
び

な
り
、
死
者
十
一
入
、
璽
軽
傷
者
一
ド
を
落
と
す
な
ど
「
安
全
な
乗
り
一
十
分
注
意
し
よ
う
。
一
力
や
身
体
機
誕
の
衰
え
に
気
が
つ
一
1
ク
か
J
I
S
マ
ー
ク
の
も
の
で
一
代
表
者
印
)
④
営
業
許
可
証

詰

民

間

計

十

一

号

一

す

J

一

時

計

十

詰

謀

長

日

起

訴

誌

の

γ
一

抗

日

四

日

目

は

口

元

関

許

証

ま

た

は

そ

れ

に

線

、

…

一

一

九

議

、

二

一

一

号

線

一

山

¥

!

一

人

雲

一

も

気

を

付

け

て

あ

げ

よ

う

。

一

り

、

あ

ご

ひ

も

を

締

め

よ

う

。

す

注

意

書

①

申

し

込

み

は

、

な

ど

交

通

一

鐙

の

多

い

国

道

に

限

ら

一

品

一

一

1

人

(

1

法

人

)

1

活

舗

と

す

ず

、

県

葉

市

道

な

ど

、

市

内

の

一

じ

シ

i
ト

ベ

ル

ト

の

着

嬬

一

ユ

一

輪

車

安

全

J
一
る
富
庖
の
親
族
詰
一
人
と

い

た

る

道

路

で

発

生

し

て

い

る

。

一

〉

省

出

一

一

ご

み

な

す

③

品

目

の

種

類

、

価

格

ま
た
、
貨
物
自
動
車
、
乗
用
車
、
一

5

行

5
月

か

ら

義

務

付

け

ら

れ

る

一

γ運
転
講
翠
会
し
一
に
つ
い
て
は
市
の
指
示
に
従
う
こ

自

動

…

一

輪

車

、

バ

イ

ク

な

ど

、

あ

一

予

リ

ク

一

一

と

③

2m連
続
し
て
苑
庖
の
貸

ら
ゆ
る
乗
り
物
が
加
重
官
、
被
害
一

A
F
hパ
こ
の
ほ
ど
道
路
{
祭
器
が
改
正
一
マ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
瀦
周
一
夏
休
み
に
入
り
、
高
校
生
の
一
一
一
し
付
け
を
受
け
た
者
は
、
ム
ヴ
回
の

者
と
な
り
、
そ
こ
に
歩
行
者
を
巻
一

4
脅
さ
れ
、
七
月
五
日
に
公
布
さ
れ
一
運
転
者
は
、
高
速
道
路
に
限
ら
一
輪
車
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
一
申
し
込
み
は
で
き
な
い

者

込

ん

で

い

る

。

だ

交

通

ル

ー

ル

を

守

り

、

交

通

一

ず

、

す

べ

て

の

道

路

で

、

シ

ー

ト

一

平

潔

草

署

で

は

、

二

輪

車

の

一

マ

問

問

い

合

わ

せ

先

公

営

事

業

所

痛
ま
し
い
交
通
事
故
を
な
く
す
事
故
を
な
く
そ
う
。
一
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
こ
と
が
義
務
一
交
通
事
故
を
防
ご
う
と
、
二
輪
車
豪
華
謀
議
認
幻
三
九
三
五
)

た

め

に

は

、

す

べ

て

の

人

が

交

通

⑬

主

な

改

蕊

点

一

付

け

ら

れ

た

。

ま

た

、

助

革

命

同

一

安

全

運

転

特

別

講

習

を

開

く

こ

と

一

一

警

に

も

着

用

さ

せ

る

よ

う

義

務

一

に

な

っ

た

。

一

中

学

校

卒

業

程

一
付
け
ら
れ
た
。
響
9
月
1
臼
。
一

7
日
時

9
月

官

官

)

午

後

一

度

の

認

定

試

験

一
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
主
じ

t
な一

1
時
か
ら
4
時

ま

で

一

一
い
よ
う
に
し
て
肩
の
中
央
付
近
に
一
マ
会
場
荒
井
自
動
車
学
校
花
水
一
文
部
省
で
は
、
就
学
義
務
猶
予

一
く
る
よ
う
締
め
、
藤
ベ
ル
ト
は
腹
一
校
(
平
塚
市
長
持
)
一
免
除
者
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定

一
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
一
マ
持
参
す
る
も
の
原
付
白
転
準
一
試
験
を
行
う
。

一
マ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
蕩
用
一
ま
た
は
自
動
二
輪
車
、
ヘ
ル
メ
ッ
一
こ
れ
は
、
病
弱
、
発
育
不
完
全

一
原
付
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
一
ト
、
運
転
免
許
一
紘
一
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
聞
の
た

一
ヘ
ル
メ
y
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
一
ヤ
問
い
合
わ
せ
先
平
即
時
警
察
事
一
め
、
義
務
教
賓
諸
学
校
に
就
学
す

一
ら
れ
た
。
(
施
行
は
幻
年
7
月
5
交
遊
課
(
嚢
註
1
2
一
塁
。
こ
る
こ
と
が
で
き
ず
》
就
学
そ
猶
予

一
I
l
i
1
1
1
1
1
1
i
l
i
l
i
-
-
!
1
1
1
1
1
1
1
一
ま
た
は
免
徐
さ
れ
た
者
に
対
し
て

一

・

!

?

-

・

:

i

一

行

わ

れ

る

も

の

。

ム

ロ

格

者

に

は

、

一

、

じ

ロ

ョ

、

ノ

I
jド
ヨ
広
ヨ
霊
式
J
h訟

は

一

一

味

ケ

経

夜

丑

註

主

義

第

一

高

等

学

校

入

学

資

格

が

与

え

ら

れ

一

ι

一る。

一

初

日

か

ら

競

輪

場

で

受

付

一

マ

願

書

受

け

付

け

9
月
日
日

一

一

(

水

)

ま

で

一
平
塚
市
公
営
事
業
所
で
は
、
昭
一
・
綴
日

8
月
初
日
、

8
月
幻
一

V
試
験
臼
口
汚
8
5
(金
)

一
一
利
六
十
年
十
月
か
ら
六
十
一
年
一
一
一
一
臼
・
時
間
午
前
9
時
3
午
後
4

一
マ
試
毅
科
目
中
学
校
の
国
語
、

一
月
ま
で
六
開
催
の
平
塚
競
輪
場
内
一
時
・
場
所
平
塚
競
輪
場
事
務
所
一
社
会
、
数
学
、
理
科
、
外
冨
語

一
売
庖
出
活
者
を
募
集
す
る
。
一
マ
応
募
資
格
①
市
内
に
1
年
以
一
(
英
語
)
の
各
教
科

一
円
〉
貸
付
活
舗
数
・
特
観
席
付
属
一
上
間
引
き
続
き
凸
居
住
し
、
住
民
基
本
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
制
問
教
脊
委
員

一
食
堂
2
庖
舗
・
飲
食
売
活
9
高
一
台
媛
法
ま
た
は
外
国
人
登
録
法
に
一
会
特
殊
教
育
課
(
電
話
。
四
五
!

一
舗
咽
普
通
務
庖
6
庖
綿
一
よ
り
、
平
塚
市
に
登
録
さ
れ
て
い
一
一
一

O
一
一
一
一
一
内
線
五
三
一
一
一

一日
V

受

け

付

け

一

る

こ

と

②

市

内

に

お

い

て

過

去

一

四

)

増
え
続
け
る
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
。
こ
れ
に
伴
う
交
通
事
故
も
、
こ
こ
数
年
端
加
の
傾
向
に
あ

る
。
そ
し
て
神
奈
川
県
内
の
交
通
事
故
は
、
八
月
に
入
り
死
者
二
百
五
十
六
人
と
な
り
、
北
海
道
、

愛
知
県
に
次
い
で
、
全
留
ワ
ー
ス
ト
3
と
な
っ
た
。
市
内
で
も
、
今
月
初
め
に
死
亡
事
故
が
起
こ
り
、

死
者
十
一
人
と
な
っ
た
。
交
通
事
紋
の
死
者
を
な
く
そ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
着
用
を
強
化
す
る
な
ど
を
内
容
と
し
た
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
た
。
皆
さ
ん
も
、
交
透
ル

ー
ル
を
守
り
、
交
通
安
全
を
心
掛
け
て
、
交
通
事
故
ワ
ー
ス
ト
3
の
汚
名
在
返
上
し
よ
う
。

原
古
田
校
に
大
原
小
学
校
の
児
童
が
を
盛
り
上
げ
た
。

応
援
す
る
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
や
、
球
場
の
十
一
日
間
の
入
場
者
は

申
子
閣
制
球
場
を
再
現
す
る
よ
う
な
四
万
三
百
九
十
四
入
、
二
ト
ン
の

向
上
高
校
の
人
文
字
な
ど
、
球
纂
ご
み
が
排
出
さ
れ
た
。

平
塚
球
場

ι鳴
り
響
く

路孝日60紫 81'奇守 5臼

全
思
議
校
野
球
神
奈
川
県
大
会
見
物
客
と
応
援
団
が
訪
れ
た
。
一

は
、
七
月
十
三
日
か
ら
三
十
一
日
番
観
客
が
入
っ
た
の
は
、
二
十
六

ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
臼
の
試
合
で
五
千
二
百
人
、
一
時

平
摂
《
ゐ
明
で
も
一
一
回
戦
か
ら
ベ
ス
は
釈
か
ら
球
場
ま
で
、
人
の
列
が

ト
十
六
ま
で
行
わ
れ
た
。
で
き
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

平
塚
球
場
で
は
、
初
め
て
の
愛
応
援
品
議
も
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や

の
大
会
と
あ
っ
て
、
毎
日
大
勢
の
タ
イ
コ
が
鳴
り
響
き
媛
大
で
、
大

(3) 

大見魔子さん{花水小4年)の作品

①内容野菜、果実、菓子、予づくり品即売

友好都市高山市からの出活

※再軍の場合は、渡呂、野菜と果実の索活市在罪悪

く。時罪悪午前 7時から10時まで

E撃でのご来場はご遼重量を
・問い合わせ 地域づくり課市民生i苫イ系

3月24
午後 6時から 9時まで

き

ところ

と

担当 広報課広軍事係

市への こ 、 意 見 や 要 望 、 苦情などが

あ ったら、お気軽にお出かけを。

① S月20E (火)
・19符-21時金田公民館

①S汚27E (火)
。14持-16時岡崎公民館

• 19時~21時入山瀬公民館

①雪月108(火)
• 10降~12時城所集会所

事 14雲寺~16時 大島営重量センター
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少年野球は1判チーム。少女ソフトポーんは28チームがt参加7月26隠、平嘩球場で合周開会式。少年聖子主君、少女ソフトポールの代表が選手蜜饗

少
年
野
球
大
会
と
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、

七
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
(
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
は
二
十
八
日
)
ま
で
、
平
塚
球
場
と
大
神
の
市

民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
一
関
か
れ
ま
し
た
。

両
大
会
は
、
七
月
二
十
六
日
の
夕
方
、
平
山
時
球
場

で
の
合
同
開
会
式
で
爾
幕
。
球
場
の
笠
に
は
ハ
ト
が

放
た
れ
、
七
夕
太
厳
が
響
き
ま
し
た
。
さ
て
、
真
夏

の
災
天
下
で
の
試
合
は
、
汗
と
ほ
こ
り
で
大
変
。
お

母
さ
ん
た
ち
は
、
お
し
ぼ
り
な
ど
を
用
意
し
て
、
わ

が
選
手
を
激
励
し
て
い
ま
し
た
。

白
球
を
追
う
少
年
少
女
は
、
夏
の
臼
差
し
よ
り
も

熱
く
、
強
く
躍
動
し
て
い
ま
し
た
。

弾

わが子のプレーはたのもしい
判定は? セーフかアウトか

しなれら
a
L
V
 

+
ゆで+e，

 

魚
川
てつ

脳
細
だ

繍

援
内
庁
山
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
の
務
及
を
盛
る

ρ

一
た
め
、
第
十
五
回
婦
人
テ
ニ
ス
ト

藤

一

7
1
ナ
メ
ン
ト
大
会
が
閉
聞
か
れ
る
。

血

一

マ

日

時

9
丹
羽
臼
(
木
)
午
前

一9
時

一
マ
会
場
桃
浜
庭
球
場

…
一
マ
競
技
方
法
①
ダ
ブ
ル
ス
ト
ー

列
一
ナ
メ
ン
ト
②
6
ゲ
ー
ム
先
取

刈
一
③
各
自
ダ
ン
ロ
ッ
プ
ブ
オ
ー
ト
球

よ
一
(
白
色
)
1
偶
持
参
す
る

討
一
マ
参
加
資
格
市
内
産
完
成

引
い
一
以
上
の
婦
人
ま
た
は
家
庭
の
主
婦

一二

V
申
し
込
み

8
月
間
山
日
(
金
)

弘
一
か
ら
受
け
付
け
る
。

9
同
月
刊
日

頃
一
(
木
)
ま
で
に
見
附
台
体
育
館
内

体
育
品
開
(
電
話
出

l
一一一O
六
O
)

へ
。
な
お
、
バ
ア
!
の
紹
み
合
わ

せ
は
、
テ
ニ
ス
協
会
で
行
う
。

婦
人
イ
ン
ド
ア

U

軟
式
庭
球
大
会

い
六
月
二
十
七
ヨ
に
、
第
四
回
締

ヴ
一
人
イ
ン
ド
ア
軟
式
庭
球
大
会
が
見

机
一
担
保
吉
嘉
で
開
か
れ
た
。

持
一
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

制

一

〈

敬

称

略

v

こ
一
マ
優
勝
木
内
芳
子
園
臼
井
ち
づ

/
一
子
組
(
あ
り
ん
こ
)

J
h

一門〉
2
位
松
崎
一
腕
子
e

樋
田
美
佐
一

才
一
校
組
(
あ
す
か
レ
デ
ィ
)
一

一[〉
3
位
中
山
小
夜
子
・
中
井
様
一

一
子
組
、
柏
木
ミ
サ
子
・
相
原
良
子
一

一
一
組
(
以
上
神
田
テ
ニ
ス
)
一

セ

・

語

チ

ー

ム

量

一

閃

く

一

四

間

一

例

噛

同

日

傾

倒

月

ツ

8

J

「

会

ス

く

一

一

る

ー

あ

IYYフェス?べ
とき l1sllOEl (良) 会場 3工線中学校

参加者の締め切り迫るー/・ 8汚 31尽(土)

①君主示作品の部
・時跨 10 : 00~16 : 00 
・資格 市内在住の青少年

団体偶人 (13歳~

-内容

告12

手工芸、絵蕗

等

※審査については、締め切

り後実行委員会で決める。

平塚市青少年諜

①サークル活動発表の部

・時欄 11 : 30~13 : 00 

・資格 市内在住、在勤、在

学の青少年間体

・内容 人形車目、サーク jレ
活動等

一以外は申

し込みできま

す。

平塚球場
霊童揺33-1166

6 8 10 12 14 16 18 21 22日寺

16[J7_k 

17日木

18日金

19日士 一一一一一一一一一句

20日臼一一 一一一一一一一

21日月

22日)<

23日水

24日木

25白金

26日土

27日日

28日月

290*-

30日オ叉

31日木

時間 6 8 10 12 14 16 18 20 22時

1日分く

2日ホ
3日木

4日金

5日土 一一一一一一
6日日一一一…一一時一一一一

7日月

8日火

9日オく

10臼木

11日金

12日土

13日日 一一一…←一一一-

14臼月

158.)く

、:J:."の室主事葺

i騎洋次氏を務部lこ

eJ 30 B樹
1';蒋30分隊演

ンター
器、 霊堂、 ，心

需主乾氏

芸大学法学部卒業、松竹に入社。監

事関、篤機ま

ピを製作。
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{金露地区]

8月17日根下自治会

8月四日 中久{呆 n治会、北久保自治会

8 F120日 太田向治会

8月21日---22日 付両日出会

8月23日 育者d自治会

8月日 大久保自治会

8月26臼広jll白出会

{四之宮地区〕

8 fj27日 中睦第 自治会、中庭第二日治会、

r.l郊自治会

8月四日 親善子町第一自治会、観苛町第二自

治会

8月初日 東町自治会、通町自治会

8月31日 湖町東部内治会、掛町阿部白治会

9月 2日 ド郷富 山治会、同制第一向治会

9f'j3EJ 醐第ー内出会、下郷第問内治会

9 f14臼 林町日治会

{松が託地区}

9月 5FJ---6 lJ 東 It'/，反1'1治会

9Fl7臼 新開什治会、中間下宿自治会

{揖覇地径]

9月四日 若松町n治会馬入本町内出会

9月日日 天抗日出会、調賀新!日自治会

9月四日 八千代町rJ治会

9月13日 捜本町中車内出会

{中蹟地震]

9月14日 説明来1'1柏会、出附向山治会

く〉プロ野球イースタンリーグ
・8月24日(土)18時大洋西武

・8月25日(臼)13時大洋阿武

• 9 fl 7日(七)13時六洋一 E1本ハム

・9F-j 8 [1 (日)13時大洋臼本ハム

・9月 18日(ホ)13時大洋ヤクルト

・9月 19日(木)13時入;洋一ヤクルト

。 9月21日(土)13時大洋 西武

・9月23EI(丹)13時太洋日 本ハム

。神奈川察高校野球秋季大会
• 9月 14日(土) ~16口(月) 12時

※陵上競技場の工事が始まっ ているた

め、仮設駐車場が使えない。ハス等で

お出かけを。平塚球場

長
ーヲ月は第ム 5月寝日

~溺{こ利用できます。(然科書語放)
開組理由 ，;口求 パトミントン、ハスケット、

軟式睦域(l3~1611.'f)、ハレー(16~20持)

策各趨認とも、ラケット、シャト/レ、ポ Jレ埠

必ず各麹持事を。〈体育館には用窓してありませ

ん')

8Jヲ26国(湾)午後 l袴~呂跨
雪月 9 (汚) // 

9J守308 (月) //府

運動のできる1M会長て参加し 仁はさitJ心躍動

くつを国なしてくださ (1，，(館内は腕摂で

す.)競技場内での献立法常任です。

担当体曹韓壇結31~306C

シンボルは下水i援ですボクの約

と を聖 8寺的活~ヲ湾 38
ところ市民プラザ
由内容①下車のしくみや正しい慎い方などハネ

ルや模型でわかりやすく説明。@下水道に関す

る招説窓口の開設。③参観喜ぎに汚泥呪料との

種 Fを配布。

一雪月初段はさを主題下水滋促進ヂ一一

公共水道が整備された巨域の万は、】自も早く改

造してほしい。ただし、改造工事は平塚市公共下

水道指疋 I事i人てなければできないc

問い合わせ 下水道部業務課〈内綿447)

い

山

凶

失

後

湾

問

問
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時
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凶

却

し

一

び

射

さ

こ

プ

悶

糊

配

川

開

〉
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〉

〕

一

ア
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し
で
あ
る
も
の
(
初
号
以
内
)

マ
出
品
料
輸
送
料
と
し
て
唱

一
千
円

マ
申
し
込
み

9
河
川
山
臼
ま
で
に

市
地
域
づ
く
り
課
(
内
線
二
六

回
)
へ
。

マ
作
品
展
示
綴
閉
山
山
月
3
日
か

ら
孔
月
4
臼
ま
で

マ
展
示
場
所

移 動 函 書 館 あ お ぞ ら 号、の日程

29臼 9月 12日

30日 9月13日

9月 3a 17臼
9月 38 17臼

9月 48 188 

9丹 5臼 19臼

9月 58 19臼

9月 68 20日

9月 7日 21日

91ヨ108

合自然観察会「良化石を務べるJ
-期日 9月 1日(日) 南夫中jと

・場所 天機町西小融海岸

・申し込み 8月20日までに住檀はがきで。

多数のときは抽せんで30入。

会体験学習 f重量産皐~を作ろう j
星座を之さがしたり、見える時刻を調べたり

するの記憧利な星座早見盤を作り、檀い方を

実習する 0

・日時 9丹羽田(土) 16時-19時

・場所博物館科学教室

ー材料費 200門

・申し込み 9月 8日までに往檀はがきで。

多数のときは、抽せんで30入。

す星を~る会
f惑星と月を見ょう (2)J 

博物臨の望遠鏡で観察する。書加自由。

ー日時 8 J=327日{火) 18時30分~即時

・場所 博物館科学教室、層上

す自患研究格談会
夏休みの自由研究について、学芸員が賢料

やまとめ方の相説に応じる。

・臼時 8 R23臼(金) 10時-15時

・場所博物語科学教室

すプラネタリウムのご案内

・夏休み投態日 揮週水、木、土、日曜日

(一般投野は14時、土曜日は14時と四時間

分、日曜日は日時と 14時。なお、水、木、

上曜日 11時の団体投鮮に空席がある場合、

空席分を尭売する)

・入場料 100円

女体舘田 瞳週月曜日、月末、 9月15日

食博物食費 千 254浅間町12-41鎗雷雲33-5111

マ
ナ
ー
ほ
か

マ
対
象
未
婚
の
奥
女
、
新
婚

門V
教
材
費
五
百
円
(
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
は
実
費
)

:
一
一
〉
申
し
込
み

8
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初
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(
火
)

鶴
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に
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追
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期
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一
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(
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友
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は
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ス
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章

寝

室

一

議

題

研

究

会

が

、

一

率

一

般

翌

耕
一
せ
ん
で
犯
人
。
一
国
連
協
会
平
塚
支
部
で
募
集
し
一
の
素
朴
な
奨
を
紹
介
す
る
。
一
・
期
間

8
月
四
日
ま
で

耕

一

一

た

毘

連

ポ

ス

タ

ー

、

作

文

の

轡

芳

了

期

間

9
一月
5
B
r、、2
9
月
日
日
二
入
盃
晃
誌
発
表
4
5

事

一

飛

騨

高

山

へ

一

重

量

示

す

る

。

一

{

鮪

開

6
沼
ひ
ま
わ
り
の
章
二
重
レ
陶
芸
の
展
示

一

絵

を

錬

ろ

う

一

品

開

8
2白
1
8
5日
一
会
員
の
油
絵
を
展
示
す
る
。
一
・
間
期
間

8月初
日

1
8
A臼

一

一

門

平

塚

市

下

水

滋

滋

}

一

・

期

間

9
月刊
M
B
1
9
月
幻
自
一
[
静
穆
畿
道
会
福
戸
端
地
医
療
}

一

友

好

都

市

高

山

市

で

は

、

「

日

一

下

水

道

に

つ

い

て

理

解

と

協

力

一

一

・

鍛

問

8
月
幻
自
1
9
月
1
臼

一
本
の
モ
ン
マ
ル
ト
ル
に
」
雲
い
一
を
得
る
た
め
、
露
出
誌
の
パ
ネ
一
市
渓
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
警
開
明
書
写
築
家
協
会
写
真

言

、

背

3
日

、

高

一

言

葉

に

、

管

重

し

て

い

る

o
Z、
撃
を
展
示
す
る
。
…
平
塚
車
央
公
民
館
市
民
ギ
ャ
一
塁

ヤ

時

間

同

一

門

V

規
格
日
本
画
、
洋
画
で
額
装
一
・
期
間

8
月
訪
日
t

、329
月
3
日
一
一
プ
リ
l
へ
ご
来
場
を

0

・
期
間

9
月
4
5
1
9月刊山門口

-
A
、
C
コ
ー
ス
午
後
2

は
が
き
で
、
コ
ー
ス
名
、
氏

4
持

初

分

名

、

住

所

、

電

卓

拍

車

曲

号

、

年

齢

を

・
8
、
D
コ
1
ス

午

後
6
時
1
一
記
入
の
}
つ
え
申
し
込
み
を
。

8
時

吋

日

制

分

一

一

v
締
め
切
り

8
月
初
日

マ
讃
鰯
リ
コ
i
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
一
マ
あ
て
先
一

T
m平
塚
市
追
分
1

テ

ム

佐

藤

監

一

氏

一

初

平

塚

市

中

央

公

民

館

(

篭

マ
受
講
料
五
千
円
話
M
A
|
一
一
一
一
一
)

ー主類表(大分類)

000 総記([;墨釜臨、 一般全集、その他)

100 哲学{哲学、心理学、倫理学、宗教)

200 暦史〈歴史、伝記、地理、紀行〉

300 社会科学{政治、法樟、経済、経営、

統計、社会、教育、民稿、軍事〉

4∞ 自黙科学(数学、自黙科学、医学)

5加 工学〈工学、工業、技術、家事)

6叩産業〈農林業、水産業、商業、交通〉

700 芸栴(美問、資輩、積l刻、体育、諸芸、

揖諜)

800 語 学

9開文学

カ悼露認 証 i厘月曜H、月末、 9月 15日

台国議書館 守 254瀧間偲T12-41噌話31~0415

女85納j京音苦楽祭

全館利用サークlレによる野外j賞者会。

・口時 8 j-j25l-J (日) 18時-20時

・場所 青少年金時前広場(悶天のときは、

会館集会室)

すき霊平教室

空手の基本:動作を身につける。

望事409望号

一
滋
査
冗
ム
表
第
河
口
号

7
R
1百
一
称
及
び
結
果

ω
企
扇
部
1
適
一
出
資
毘
的
に
沿
っ
た
事
業
が
行
わ

す
震
の
霊
事
監
査
(
地
一
在
籍
さ
れ
て
い
た
。

ω
市
一
れ
た
か
、
事
務
処
理
は
良
好
に
な

一
方
向
国
治
法
第
百
九
十
九
条
第
三
項
一
民
部
l
お
お
む
ね
遇
歪
に
処
理
さ
一
さ
れ
て
い
る
か
等
を
総
合
的
に
監

一

に

よ

る

監

査

)

一

れ

て

い

た

。

一

査

す

る

万

法

で

実

施

し

た

。

一
マ
監
査
の
対
象
と
し
た
事
項
及
び
一
毅
資
公
表
第
M
号

7
R
l
臼
…
マ
監
査
の
ん
実
施
綴
間
昭
和
田
年

一
範
間
四
昭
和
問
年
度
の
財
務
に
関
一
マ
監
査
の
穫
頭
出
資
自
体
の
監
一

5
月
7
5か
ら
向
年
5
月
初
日
ま

一
す
る
事
務
の
執
行
の
う
ち
、
予
算
一
査
一
地
方
自
治
法
第
百
九
十
九
条
一
で
、
及
び
回
目
年
6
月
6
日。

一
の
執
行
、
収
入
・
支
出
事
務
J

一
第
六
項
に
よ
る
監
査
)
一
マ
監
査
の
対
象
と
し
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体
の
名

会
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お
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一
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査
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一

マ
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査
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対

象
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ー
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一

称

及

び

結

果

財

開

発

公

社

、

土

自
分
自
身
を
よ
り
魅
力
的
、
こ
れ
か
ら
親
に
な
る
青
年
男
女
一
ヨ
誌
で
の
金
曜
門
口
(
全
7
隠
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平
塚
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憶
査
委
員
は
、
厳
査
の
一

5
月
初
臼
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5
月
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一
銭
国
昭
和
的
年
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出
資
に
係
一
地
再
開
発
公
社
、
倒
生
き
が
い
事
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極
的
な
人
間
に
し
て
み
よ
う
。
一
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対
象
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親
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一
・
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6
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1
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一
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(
全
8
自

こ

か

れ

る
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木
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好
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る
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6
時
初
4
4
1
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時
一
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日
程

9
月
日
日
か
ら
百
1
一
婚
、
子
育
て
に
闘
を
テ
ー
ブ
ル
一
マ
同
神
谷
儀
氏
一
マ
監
薬
品
の
対
象
と
し
た
堅
守
の
名
一
総
勘
定
元
帳
等
の
提
出
を
求
め
、
一
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

加
分

マ
議
訴
タ
レ
ン
ト
立
石
か
ん

氏ヤ
教
材
費
一
千
円

{
ワ
ー
プ
ロ
教
官
一
}
各
ぬ
入

基
本
的
な
知
識
か
ら
、
実
耐
閉
ま

で
を
学
ぶ
。

マ
日
程

-
A、
B
コ
ー
ス
宮
月
刊
品
呂
、

お
日
、
羽
目
、
初
日

-
C、
D
コ
ー
ス

9
同
月
初
日
、

一一v、主主体みの利用車寺間

8月 30日(金〉まで

・費出室、書考室

火~金瞳日 9 時~17ß寺50分

土、日曜日 9時 -16時間分

画こども室

火~日曜日 9時 -16時50分

・会議室(学習室として解放)

火~呂曜日 9時~随時50分

8月30日まで、参考笠は指定席制となる。

安時提E霊会

嘩 8丹188 (臼) 10時、 14時 ・3階ホール

「子世だけの食卓」カラ 29分

「火災を断つJカラー四分

「地揮と火災からわが町を守る」カラ 30 

分

嘩 9月 88 (臼) 10時、 14時 ・3硝ホール

f樺白野生 動 物 」 カ ラ ー30分

f平安の幻想(酋芳寺)J方ラ 12分

f石と闘に寄せて(南禅寺)Jカラー 12升

f遊ぶ鶴亀 (大穂寺)Jカラー12分

女主主体みこども峡商会

事 8月25臼 (8) 10時、 14時時 3階ホル

「ピッヒ船にのるJ 1時 間24分

会本の分類

図書簡の本は、「日本十進分類表・新訂 7

眠 j によって分銅されている。ただし、 3階

地域資料コーナ 田本は、独自む升類を行っ

ている。

之恥喝
母のオルガン

ラストシーン

老熟家践

一期金抄

盟亜のら描物語

見わたせは、戦場

アベリチフをどうぞ

家縫 e 生
生荷理不IJのタ才、本

花王生活情報センタ一

山の花山の実 山上るい

トロピカルカクテル&ジユース

石尾暗

手作りのかんだん生活着

ダーリンミシン編集部

簡単仕立てのT ドレス

文化出版局編

辻留蓋の料理 辻嘉

講轍なパンの世界 輔吉，'J晃一
洋酒を罷ったケーキ 諜山サチ子外

がんばれノ オチンチン 矢島日英夫

名医に開く 朝日新聞社編

子どものアレルギ 馬 場 実 編

社 会 科学・その他
しっかりOLの気くはり会話

堀 場 宏 亨

三国朗

小童話・文学
社長になるぞ/ 塩田よし男

テネシーワルツ 林真理子

週間のある町 持万紀子

血のま 森瑞子

諸君ノこむ人生、 J夫、変なんだ

山口瞳

森本毅部

岸田今日子

佐江指

戸illヱマ
離島幸美子

森諒

田淵安一

;霊

人づきあい 50の名言

トモ工学閣の仲間たち

のむらけんじ

教育よ、よみがえれ 若林繋太

物理のABC‘ 福島犠

ハレー琴震おもしろァ タファイル

日本ハレー研究会編

田舎者、筑分はぐ るぐる

吉幾三

む の お 誰 佐藤世明

テZンマーク日記 高橋麗子

心 で 走 れ 中村清

ゴルバチョフ 西村文夫

たっぷりアメリカちょっとずっ

板損元

fs年つてなに月 読売新聞社編

切手は諮る 大谷博

ポピュラー名曲手帖 桟井英雄

イタリアに魅せられて 白木とし子

塩沢 とき ・霊ときどき謀塩沢とき

魚に釣られた描 江戸家描八

告iヰ



調会場保韓センター

輔受付午後 1 時~2 時

臨母子健鹿子帳本冊‘別冊と筆記用

具と歯ブラシを持参

9月12日 59年 3月生

f果鍵センター鍵康相談

恥毎遜月濯日・金曜日

(午前中)

・内容成人病棉談

・霊霊童書 34-0311 

出
申
し
込
み
は
Q
d
月
初
日
ま
で

盟会場保健センタ

覇受付午後 1 時~2 時

輔居予韓鹿子帳本冊・別冊と筆記用

異を持参(3か月児は本間のみ)

[3ヵ、月L宅1
9月 4a 60ó年 S 汚 1 日~1O日生

9月13日 60年 5 月日日 ~20日生

9月羽田 6か年 5 月 21 日 ~31日生

[1揖 6か月泥]

9月 3日 59年 3 月 1 日~1O日生

9月四日 59革 3 月日日 ~20日生

9月日日 59年 3 日 ~31日生

[ 3盤兇]原検査も行うので、おし

っこをさせないでご来場そ。

9月 5日 57 年 7 月 1 日 ~10日生

9月四日 57卑 7

9月268 57年 7

盟第 Z期。 3閉 畳 け る

・対象 2識 (24か月)から 4識

(48か月)までの幼児。なお、接撞

間捕は 2回、 3回とも 3週間から 8

週間。

輔 揮 2期 2四畳ける

・対象 第 1期の 3冊目が終わって

から 1年以 i二l年 6か月以内の期聞

に受ける。なお、第 1期を早めに受

けて、第 2期もなるべく写く 4揖ま

でに終了するようにしていたたきた

む、。

瞳 世意 l年以内にケイレン尭作の

あった人は受けられない。

[ 9月]

4呂、 25日 中f京公民館、金自公民

館、※岡崎公民館

神田公民館、※金田公

民館、※域島公民館

保煙センター

粉石けん

合成洗剤

サラダ油

しょうiJlJ

トイレット
ベパ
臨 1勾

鶏卵

まあじ

じゃカ旬、も

みそ

貴パン

マーガリン

プロパン

灯 油

住民異動届は、選挙、就学、国民草輩、鴎民健鹿樺

輪、予防接撞、印鑑証明などのもとになる重要なもの

てす。住所が変わったときは必ず14日以内に届げ出を

ぶしてください。

届け出には、その方の氏名、住所、異動した年月

フ品ば 日、従前の住所等がわかるようにし、本人または世帯

ぬ主等が届け出ることになっています。

うその思け出をしたり、正当の理由がなく届け出を

おこたった場合は過料が科せられる場合があります。

※担当 市民課市民異動時{電話23~ 1l 11内線234)

この映盟は、太平洋戦争により、父を亡くし、昭和田

年の横浜大空襲で母と弟を失った 主人 公ム ッち ゃん が、

大分に醸関するが、当時亡周病と恐れられていた結核に

冒され、晴く冷たい防空壊の中で、一人ぼっちで12歳の

生涯を閉じた悲しい物語。

とき 号汚14臼(お午後 2時~

ところ市民センターホー}!--
上瞬時間 1時 間40分

疑 入場無料

・問い合わせ地域づくり課市民文化係

革開



マ
相
談
員
弁
護
士
買
原
唯
光
氏

相
説
希
望
者
は
、
前
日
午
後
5
時

ま
で
に
松
原
公
民
館
(
竜
話
計
六

八
六
)
へ
。

世
当
時
一
年
以
上
生
計
間
部
に
あ
っ

た
三
親
等
以
内
の
親
族
で
、
先
順
位

白
方
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
現
在

ろ
号
受
給
者
も
対
難
に
な
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
社
会
課
管
理

係
(
内
綿
一
二

O
)
へ。

会
場
は
、
い
ず
れ
も
悔
崖
デ
パ
!

ト
6
階
催
し
物
会
場
。
問
い
合
わ
せ

は
、
市
地
域
づ
く
り
諜
へ
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
地
域
づ
く
り

輯
市
民
文
化
慌
(
内
綿
二
六
回
)

Eホをたたえた。住民のごの難犠

を救うべく、命じて翌年この堤を

完成させたと伝え、よって鋼所

堤，御所樺壊とも称したという。

この堤は、江戸時代初期におけ

る、幕府自治水・木不可j政講の現れ

で、しかも、当地方諸工作中での

最大詰も由、横式的なものと見る

が至当であろう。

この堤は、対岸の台地斜面から

離して、 }II幅を患いきり広くし、

後に幾らか拡幅されているようだ

が、そ白規障は、高さ 1丈 2尺、

罵踏〈はむみ) 61旬、監12間とい

う大きなもの。そして、 }IIに面し

て視龍(ねかご〉を置き、そのた

に顎輯〈たてがこ)を並べ、それ

を守るため数多くの髄出し(以上

いずれも蛇鞄)や、牛枠といって

丸太を井の字型に何本も打ち込

み、それに石を詰めたものをつく

り、また川敷の中ほど酋寄りには

3条の揖(洗いせぎ、うちヱ長は

ぢ壇〉を設けて、撤流がこれに直

告i事
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マ
日
韓
日
月
5
日
か
ら
は
月
白
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
(
全
刊
回
)

目
時
間
午
後
1
時
加
分
1
3持
油

分
(
初
日
は
四
時
叫
分
か
ら
)

マ
テ
?
マ
英
語
英
金
話

マ
テ
キ
ス
ト
内
一
千
舟

マ
申
レ
込
み

9
月
日
日
ま
で
に
性

揮
は
が
き
で
一
千
加
秦
野
市
上
大
横

山
天
台
九
九
九
上
智
短
期
大
学
公

開
講
産
部
(
電
請
出
七
八

O
一)

へ
。
初
級
、
中
級
の
別
を
明
記
。

マ
勤
務
場
所
松
が
丘
公
民
館

マ
業
務
内
容
館
内
外
の
清
掃
、
職

員
不
在
時
の
宮
守
居
番
等

マ
手
当
局
額
二
万
四
千
三
百
円

マ
資
格
③
市
内
在
住
の
健
康
な
掃

人
で
、
配
偶
者
と
包
み
込
み
可
能
な

方
②
局
一
回
歳
以
下
の
方

マ
申
し
込
み
8
月
泊
日
ま
で
は
、

市
販
の
羅
歴
書
(
写
兵
器
付
)
を
市

社
会
教
育
課
(
内
緯
五
二
四
)
へ
0

7
間
接
日

8
月
時
日
(
月
)

山
月
即
日
(
臼
)
に
、
第
四
百
ひ

ら
つ
か
市
民
市
が
聞
か
れ
る
こ
と
に

な
り
、
個
届
出
居
者
を
募
集
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
、
平
境
青
年
会

議
所
内
ひ
ら
つ
か
市
民
市
世
事
務
所

(
電
話
担
六
割
七
回
)
へ
。

マ
期
日

9
月
7
日、

H
日
、
目
臼

・
時
間
午
前
四
時
3
午
桂
5
時

守
会
場
平
壇
市
勤
背
会
館

マ
内
蒋
接
着
剤
の
世
い
方

円

v
申
し
込
み
先
市
商
工
観
工
業
部

(
内
綿
五

O
七
)
定
員
叫
人

平
明
暗
唱
閏
年
会
議
所
で
は
、
小
学
生

の
と
タ
本
離
の
打
ち
手
を
募
撃
し
て

い
る
。
対
象
は
子
世
会
等
(
同
人
i

m人
)
で
、
責
任
者
が
い
る
こ
と
α

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
青
年
会
議

所
(
電
話
む
六
四
七
回
)
へ
。

揖
管
図
審
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
が
開
か
れ
る
。

寸
期
日

9
月
刊
日
か
ら
寄
趨
火
曜

日
(
全
日
間
)

e

時
間
午
前
日
時
F
V
U
時

守
会
場
平
塚
市
福
祉
金
舘

マ
申
し
込
み

8
月
初
日
ま
で
に
半

車
市
社
合
措
祉
協
議
会
(
電
語
出
!

二一一一一二一ニ)へ。

題

戦
没
者
自
選
躍
に
、
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

請
求
で
き
る
の
は
、
昭
和
田
年
4

月
l
Bに
お
い
て
、
戦
没
者
の
公
務

扶
助
料
、
連
接
年
金
等
の
受
給
権
者

が
い
な
い
戦
没
者
の
選
践
の
う
ち
、

弔
慰
金
受
給
者
、
戦
没
者
の
子
、
父

母
、
語
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
訴
、
戦

マ
日
時

9
月
5
臼
(
木
)
午
後
l

時
担
分

3
4時

マ
会
場
平
理
市
立
旭
北
公
民
轄

す
内
容
謂
槙
「
ア
フ
リ
カ
の
自
黙

と
凱
鯖
」
、
映
画
「
砂
植
の
関
心
貫

四
回
}
、
ハ
ネ
ル
展
示
へ
9
月
4
日
か

ら
9
月
8
日
ま
で
展
示
す
る
)

省
資
揮
、
省
エ
ネ
ル
5
1
む
静
函

を
募
集
し
て
い
る
。

マ
対
皐
小
E

中
学
生

門
V

形
式

B
3判
の
画
用
紙

車
、
閣
に
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学

年
、
電
話
番
号
を
記
入
す
る
。

マ
締
め
切
り

9
汚
7
5
(土
)

円

v
応
募
先
〒
却
横
浜
市
中
区
日
本

大
通
Z

神
奈
川
県
消
費
牛
活
課

マ
受
け
付
け
8
月
四
呂
、
回
目

。
時
間
午
前
日
時
3
午
後
4
時

マ
瓶
売

8
月
口
臼
、
四
日

・
時
間
午
前
日
時
S
午
後
S
時

守
期
8

8
月
山
的
自
(
土
)

7
4
一
宮
場
松
原
公
民
舘

(
敬
称
略
)

マ
杜
金
播
社
へ
a

磯
崎
輝
夫
二
千

江
j
lマ

交
議
遺
児
へ
・
(
株
)
ク
リ
ー
ン

サ
ー
ビ
ス
代
長
者
島
摂
圭
伸
一
万

九
百
七
十
六
円
、
泉
栄
一
一
万
五

千
円

マ
潜
ま
れ
な
い
方
(
児
)
へ
p

平
塚

競
輪
場
第
一
特
観
席
投
票
所
従
業
員

一
同
む
千
五
百
八
十
一
一
円

門

v
社
金
構
社
遂
金
へ
・
戸
田
節
-
f

十
万
円
、
金
田
東
部
老
人
会
一
千

二
百
二
十
円
、
二
階
堂
酒
活
一
万

三
千
九
百
五
十
五
円
、
ス
パ
l
レ
ッ

k

-

サ
ン
コ
l

五
百
七
十
一
一
円
、

高
橋
富
士
雄
二
千
七
百
十
三
円
、

前
島
宏
五
す
万
円
、
撫
子
原
熊
沢

五
千
円
、
平
壕
飲
食
居
留
販
(
株
)

十
五
丹
、

Z

塚
簡
保
年
金
加
入
者

7
日
時

8
R
団
自
(
水
)
午
前
8

協
会
七
万
一
千
八
百
六
十
二
円
、

持
泊
分
3
午
挽
5
時

早

川

勲

e

佐
藤
一
月
宣
十
万
円
、
石

マ
見
学
先
神
奈
川
県
工
業
試
験
川
ゆ
く
子
一
万
円
、
菅
向
金
一
一

所
、
県
立
神
奈
川
近
代
文
字
轄
五
千
三
百
円
、
朝
日
新
閣
中
盤
専
売

マ
対
象
平
塚
市
関
係
市
内
在
住
所
四
万
一
一
一
千
一
一
一
百
三
十
五
円
、
か

見
識
以
上
の
方
刊
人
(
先
着
騎
)
な
が
わ
生
協
八
幡
ブ
ロ
y
ク
委
員
会

マ
申
し
込
み

8
月
幻
自
ま
で
に
、
六
千
七
百
円
、
平
揮
Y
W
C
A

富

一

万

円

、

中

村

缶

五

郎

一

千

円

、

心
館
館
館
悶
輯
館
つ
く
し
審
讃
掃
家
政
婦
紹
介
所

安
心
民
民
民
公
民
館
四
万
円
、
花
水
南
部
長
者
笠
宮
五
千
百

逸

品

公

公

公

昆

公

民

三

W
山
内
白
原
賀
ぷ
ど
原
公
沢
一
一
一
l

寸
二
丹
、
浜
岳
中
一
体
九
組
二

制
一
一
日
仕
揖
花
宮
中
旭
吉
千
八
サ
円
、
七
夕
ま
つ
り
出
居
者

出
向
付
同
叩
刊
叩
却
は
回
目
一
同
五
十
万
円
、
全
百
本
舞
踊
連

ぬ日目

5

一
)
}
)
合
会
寸
万
円
、
日
本
主
連
公
社
揖

α

9

9

9

M

M

M

工

望

室

室

内

海

外

旅

行

六

千

以
出
畑
蛸
古
一
問
淵
紬
円
、
富
土
コ
カ
コ
]
ラ
ポ
ト
リ
ン
グ

γ
h
i
L
¥向
、
、
¥
、
》
去
を
(
株
)
平
嘩
営
業
所
一
一
万
九
千
六

4Ae

九

三

弘

之

ノ
L

全

会

、
口
M

市

野

田

島

田

崎

臼

L
E

円
、
(
株
)
ピ
ュ
!
テ
ィ
サ
ロ
ン
ム

ペ
7
神

大

鐙

域

金

時

金

ネ

カ

タ

四

L

丘
万
四
千
三
一
百
十
六

;
月
叩
羽
田
回
初
日
日
円
、
林
置
漕
周
二
千
六
百
一
一
十
瓦

Q

d

)

に

)

i

丹
、
つ
も
る
会
落
合
五
乙
円

匂

J

9

9

M

M

μ

J

自
宅
の
近
く
に
ご

饗
議

み
置
き
場
が
あ
り
ま

す
が
、
町
内
会
以
外
の
方
の
不

法
投
棄
に
住
民
が
闘
っ
て
い
ま

す
。
燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
包

は
、
毎
月
第
二
、
第
四
日
曜
日

と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
回

収
し
た
そ
の
自
の
夜
間
同
に
は
、

も
う
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

護
法
に
ご
み
を
捨
て
な
い
よ

う
、
古
川
尽
に
呼
び
掛
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

〈
制
問
副
融
資
野
町
出
議
渓
〉

~jtriiJ

ご
み
の
不
法
投

h

棄
に
、
非
常
に
函

っ
て
い
ま
す
。
広
報
紙
や
ミ
ニ

コ
ミ
ひ
ら
つ
か
、
チ
ラ
シ
等
で

呼
び
掛
け
、
ま
た
、
職
員
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
根
絡
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か

効
果
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
新
レ
い
分
訓
収
集
の

方
法
を
検
討
し
て
お
り
、
間
同
時

言留士見地E互では、燃えないごみの分別級議を

自にじさ さん よ る や そ すてるのもの の E 
分も年んそまのおうのんんこ。しと子は ろ 9 " な 「
な 運 齢はのしこ母かはりなの ま、でつの子のちつ子
がくの、話たとさ。ど性にお うお、きろ 措 ゃて供
ら 、 こ自し。をん う格ま母 の母そりし、人んしの
にそろ分合 いと しがでさ ださん言~なでのか性
いのにもい ろー て気、ん そんなえはにすおた搭
や自はすの い描 でに T が うは T ないを。母がが
で分、ち中 ろに しなち、 でい子いヒコす さな、
いの何やで 考、 らを暗いる ん い ど
や性をん 、 え T 不定ヲ控文ココヱご之之湯得格むとご し、見いいに も」う
で植すとお てち~上--事マ'-"エらで性えも 、 も 謹著書 1ミ
しがる母 いの二-，ムヲゼE可 J しい格」、 そ 気 胸開》

試のるす母宋 らープヤぷラ〆L ブ、駕zーかな物とん で う の だ T し、ら 張格 し、か
軽教場るさにこぎ τF市首アポ得宅ず やりの事ぷはそいしをんちうか今つをおきた
に 育 合こんなのが Fレ野て拶轟 F持とににへj!;.----，のたて見だや性でのて拍母まが
ご 間 もだ由るよあ ら、対 β今このもるんん格すおきそさしな
閉 題 あわ身訴うり解だ E脅 し感なわ T す 、、とでいと自のをが母たうんたか
設でるり史えにま窓わいきた三間気れ子る思改にしら、分行持、さそとは。つ
く布ょが自の、しさり性) 探がすの実いめ気たい心の動 J もんうし、 た
だ悩う、分背子たれか格に げ し ぎ 晴 行 やて付。ら費己普のてとは C てそ 事
どさみで隠由佳供。たらには にまてい J]り考い しにに いも、す、の に
いのす さ性にの 心、対、 言ずい↑主もがえた てな倒ったと明。ず自 荒

d }J Q れ格は性 のやす自 わ た格ああてお しりて 由、る つ分 付
てに、格 やつる分 れとょにるりみ母 ま、くつでそく と の い

お い対おが すとこの ま、うは子、るさ つどるが、う朗 調 性 て

喜男17酪
午後 6時受付

※ 雨天の場合188 (臼)に綴廷。 18臼も雨

天の場合は、崇普小学校体育館で開く。

ところ 浅関縁滋(中央公畏鐙北傍

主イ崖 平揮市青年E君協議会

平塚市国際青年の年記念事業

実行委員会

い同

県
で
は
、
婦
人
問
題
を
考
え
る
つ

ど
い
糧
問
地
震
大
会
事
関
く
。

マ
日
時
9
月
刊
抗
日
(
工
)
午
後
1

寺

οム
ァ
ー
》

S
幸

也
時

3
ノノ

(
d
B

守
会
場
平
塚
市
教
育
会
館

マ
テ
ー
マ
新
し
い
男
女
共
同
社
会

の
実
現
に
向
け
て

マ
申
し
込
み

8
月
出
日
ま
て
に
、

湘
南
地
区
行
政
セ
ン
タ
県
民
課

(
篭
話
口
二
七
一
一
)
へ
。

と

ル
等
で
対
処
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
市
に
不
法
投
棄
妨

止
の
看
板
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
ご
み
は
、
収
集
自
の
当
日
、

朝
八
時
三
十
分
ま
で
に
所
定
の

場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
収

集
日
以
外
に
出
さ
れ
る
と
不
衛

生
で
あ
り
、
交
通
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ム
環
境
衛
生
業
務
幾
v

く〉巡筒日程 8月16日(金) 10時~15時市役

所 /8月21日(水) 1郎寺-15時 日産車体/8月

22日〈木) 10時-12時拾が丘公民館.13時~日

時中蹟 小学問/8丹羽目(士)10時 ----15日寺ダイ

クマ(平 車 中 郡 薬 剤 師 会)/8Fl27日(大) 10時

~15時 H産車体/8月30日 (金) 10時 ---15思考

二九/8月31日(土) 10時~ロ時平塚魚市場・

13時--15時なでレこ会館/9月 2日(月 10時

-15時 平田竜重工業/91411日(水) 10時~四時

三興製作所.13時-~15時 日 本 ク ラ ウ ン コ ル

ク/9月 12日(木) 10時 --l5時共栄 ι業/9月

1311 金) 10時 -"-15時駅北口

ご協力ありがとうごぎいました(7月分)
東海大学857人、日産車体310人、五額ヶ台高校

206入、東海大学ローターアクトクラブ87人、石

塚研究所57人、岩井金属 23入、駅北口48人

⑧小中学生の滋li夜塁単純潔

湘南 赤十字血液センターでは、 8 31日 ま

で、父兄司伴の小中学生に限り、無料で血液型の

判定を行っている。詳しくは、縄南蔀十字血液セ

ンタ (電話 32--66日〉へ。

に
短
導
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

も
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、

P
R、
パ
ト
ロ
i
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